
登録再生利用事業者 [全事業共通項目] 業界自主基準 現地確認チェックシート                                         一般社団法人 全国食品リサイクル連合会 

調査年月日には実際に調査した日付を記入すること 

調査対象欄には 調査対象の会社名を記入すること 

調査者には、審査人の名前を記入すること 

実施確認の結果評価については、不適合が出た場合、適合するまで是正すること 

 

 

 

☑実施 （実施していることを確認） ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

４．排出事業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

契約前、随時、要望の都度施設見学会を実施 ☑ □ □ 見学報告書 新規契約、及び自動更新時、産廃については、処分場の視察が義務付

けられているのでその都度視察に来られる。 

イベントの開催（食育ツアー・農業体験等） □ ☑ □   

廃棄証明証の提出 ☑ □ □  マニフェスト伝票 

法令の相談にのっている □ ☑ □ 電話相談 処分方法についての相談（直近だとペンキ塗料など） 

付加価値商品の紹介（消臭剤他） ☑ □  □  再生ごみ袋の販売 45リッター袋 1箱 3,700円程度（70Ⅼ・90Ⅼ

もあり）松坂市の指定ごみ袋の制作。 

排出事業者に出向いて分別教育 ☑ □ □ 食品廃棄物とプラスチックの分別方法 取引先にすでに定着しており、回数は減っている 

メール配信により情報提供（メディア掲載情報

等） 

 □ ☑    

生産者へのヒアリング結果を報告 □ ☑ □ 排出者の店頭で生産物を販売している。 ループが形成されているため 

インターネットによる情報公開（見える化） ☑ □  自社ホームページで公開している 新規情報などの更新はしている。 

５．農林漁業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

試験機関等のデーター公開（成分・分析） ☑ □ □ 成分分析表 HPで公開すると共に希望する農家さんに手渡している。（農家さん側

が、安心食材の認定を受ける際、肥料の成分分析書を提出している。） 

リサイクル製品の率先購入や斡旋・販売支援 ☑ □ □ 食品リサイクルループ 取引農家さんの野菜をスーパーで販売されている。 

生産者以外の卸売業者、小売業者との意見交換 □ ☑ □   

リサイクルループの奨励活動（地域マッチング支

援） 

☑ □ □ 食品リサイクルループ 取引農家さんとスーパーのバイヤーさんとの交渉の場をセッティング

している。 

国や地方自治体における補助金等の情報提供（生

産者経営基盤強化・コスト低減） 

□ ☑   農家さん側のほうが補助金情報の入手が早い 

生産者の活動をＰＲ支援 □ ☑ □ 食品リサイクルループ バイヤーと農家さんとの間に入り機会を設けている。 

生産者の負荷業務支援（労働支援・改善策支援） ☑ □ □ 4wdの軽トラ 狭い道路まで入ったり、圃場の中に小分けして降ろし散布が楽になる

ように配達している。 

調査年月日 調査対象 調査者 区分 確認者 

令和 5 年 8

月 8 日 

会社名 ㈲三功 

 

所属 全食リ連 

担当者名 松岡力雄 

更新審査 片野宣之 

実施確認の 

結果評価 

評価  合格・不合格 
 



６．一般消費者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

情報公開 

ＰＲ等 

地元行政や関係団体・消費者現場との連携 □ ☑ □  

 

 

口コミ活動（宅配カタログ配布支援等） □ ☑ □   

イベントの開催及び支援（見学試食会の開催等） ☑ □ □ 津市（継続事業） くるりんフード事業において、給食残さの堆肥化と 4年生の環境学習

見学会の実施。 

テレビ・新聞・雑誌への広報活動 ☑ □ □ 太陽光パネル メーカさんの㏚動画で公開 

フード・アクションアワードへの参加 □ ☑ □   

７．周辺住民との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

周辺住民の行事に積極参加（交流） ☑ □ □ 花火大会等 コロナ関係で、行事は自粛していたが、自治会への協賛金、及び花火

大会の協賛金 

住民説明会の実施（定期・随時） □ ☑ □ なし  

イベントの開催または支援 ☑ □ □ 花火大会等  

苦情受付の受付と対応 ☑ □ □ 苦情受付台帳 状況と対応を記録している。一般市民からの電話、運転が荒いなど。

班長伝えでドライバーに通達や、全体会議で事例を伝達している。 

学校給食３Ｒ推進（市の教育委員会や環境行政と

連携） 

☑ □ □ 津市（くるりん事業） 8校から生じる食品廃棄物をリサイクルしている。 

８．国や地方自治体との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

関係行政への定期訪問・担当者との継続意見交換 ☑ □ □ 三重県・津市 必要の都度訪問（相談時、人事異動時など） 

国や地方自治体の施策の把握や情報収集 ☑ □ □ 全食リ連の Zoom理事会 全清連からの情報等 環境省・農林水産省等の最新情報を入手 

国や地方自治体からの講師依頼を積極受託 ☑ □ □ 真柄部長 亀山市 環境学習セミナー事例発表 

国や地方自治体からの専門委員委嘱 □ □ □ 片野社長 循環型社会形成推進会議（三重県）、企業環境ネットワーク（三重県） 

減量化計画委員会（津市）、適正処理委員会（産廃協会） 

 

国や地方自治体からの表彰授与 ☑ □ □ 津市教育委員会 教育功労者表彰（くるりん事業関係） 

国や地方自治体の施設見学の積極的受け入れ ☑ □ □ 依頼があれば必要の都度 くるりん事業 

国や地方自治体開催研修会への積極的参加 ☑ □ □ 許可講習会 産廃実務者研修会  三重県 

９．再生利用品の品質向上 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

積極的取

組姿勢 

第三者機関の品質保証制度取得の検討（ＦＲ認

証・エコフィード認証制度） 

☑ □ □ 日本土壌協会（FR認証） 

 

日本土壌協会 認証番号 24010109（令和 5年 8月 1日~令和 8年 7月

31日） 

都道府県の再生利用製品認定制度取得の検討 ☑ □ □ 三重県リサイクル製品認定証（更新） 三重県知事 認定番号農商-14号（令和元年 9月 4日～令和 6年 9月 7

日）品名 特殊堆肥材 有機みえ  



大学など地元研究機関や試験場と連携した高品

質化・安全性評価の向上 

□ ☑ □  日本大学 生物資源科学部生物資源科学科 肥後先生 

 地元農家からの利用評価（ヒヤリングと改善） ☑ □ □ 配達の時に情報交換 前回との比較において、施肥料を増減したりしている。 

 

 

１０．人材育成（役員、社員教育） 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 

 

コメント 

研修会等

への積極

参加 

行政や関係機関、業界団体主催の研修会等に参加

しているか？終了証書の確認 

☑ □ □ 安全協会、（公財）日本産業廃棄物処理振興センター、

認定NPO日本防災士機構 

安全運転管理者講習会 一般廃棄物実務者講習会 防災士講習会 

外部機関

の活用 

外部専門機関から講師を招き、専門テーマごと勉

強会を実施している。 

□ ☑ □   

資格検定

の習得（業

務に必要

な資格等

の確認） 

関係資格の積極的取得（プロ意識の向上） 

土壌医検定等他 

☑ □ □ 資格者一覧表あり 

 

防災士他多数 

ＦＡＭＩ

Ｃ研修 

農林水産消費安全技術センター主催の研修会等

に参加しているか？終了証書の確認 

□ ☑ □   

高齢者雇

用推進 

全食リ連（令和 4年版）高齢者雇用ガイドライン

を活用しているか？ 

☑ □ □ 全食リ連高齢者雇用セミナーに参加 片野代表取締役が検討委員会委員に就任し、ガイドラインの策定やセ

ミナーでの事例発表を行った。 

 

特記事項 

① この５年間において、コロナ禍、老介護施設において、入居者のコロナ感染者が出た時の廃棄物収集対応が困難だった。通常の廃棄物を分けて回収する体制づくり。（従業員マスク着用や手袋・消毒） 

② 社員教育（88名）について、コロナ禍、社員を分散化するため、天気の良い日は屋外などで実施した。工場の軒下で距離を保って教育した。 

③ 各自ドライバーの担当する車両の軽微な整備などの意識付けが向上した。（オイル交換やグリスアップは自分でやる）車両を綺麗にする意識が高まった。細かい故障が減った。 

④ 現在、コロナが明けたため、従業員同士の親睦会を少しずつ開催し始めている。 

⑤ 片野社長自らが防災士の資格を取得した。災害防災、人命救助という活動に力を入れた。（東日本大震災時、岩手県からその後、長野県千曲川氾濫・三重県の熊野川等の氾濫、京都 熊本地震など） 

車両及び人員なども災害現場へボランティア派遣した。（（一社）全国清掃事業連合会の活動に尽力） 

総評 

① ＳＤＧsの活動では子供食堂に関心があり、今後、検討する予定である。 

② ポット栽培の実験（もも、きんかん、ミニパイナップル、いちじく）を行っており、今後、市民の方とツアー収穫体験など検討中。 

③ 太陽光発電事業にも進出し災害があった場合、事務所機能の維持のため蓄電池を導入。現在、夏場では第１リサイクルセンターの電気使用率の 48％くらい賄っている。また、来客者用に EV車電気スタンドを設

置した。 

④ 廃プラスチックの洗浄システムが確立・維持されており、再生ごみ袋 45リッター袋について、ひと箱 3,700円程度（70Ⅼ・90Ⅼもあり）を排出事業者へ販売。松坂市の指定ごみ袋にも指定された。 

 


